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ブラケット
（別売品：品番03038864010）
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処理空気量 740L/min

入口空気温度
露点降下

5～60℃
3℃（圧力下）

AE7

■製品仕様表

■除湿原理

適応エアーコンプレッサ 5kW

項目 AE7
性
能
処理空気量※1 L/min 740 （at0.49MPa）
露点降下※2 °C 3（圧力下）

処
理
条
件

入口空気圧力 MPa 0.49
入口空気温度 °C 30
周囲温度 °C 30

使
用
条
件

使用流体 圧縮空気
使用温度範囲 °C 5～ 60
使用圧力範囲 MPa 0.1～ 0.98

外形寸法
高さ mm 226
幅 mm 80

空気出入口接続口径 Rc1/2
ドレン口接続口径 Rc1/4
質量 kg 1.1
※エアーコンプレッサー側近くへの設置は避けてください。入口空気
温度が外気温度と同等以下になるよう、できるだけ末端に設置してく
ださい。※除湿原理より、出口空気の露点降下は入口露点－ 3℃程度
です。大幅な露点降下が必要な場合は冷凍式エアードライヤーを使用
してください。※詳細については別途お問い合わせください。
※ 1.処理空気量は、空気圧縮機の吸い込み状態に換算した値です。
（大気圧、32℃、75％）※ 2.空気圧力 0.69MPa時の露点降下は 2.5℃。

■外形図（単位：mm）

❶過飽和水分を分離
　 独自の旋回ルーバーにより高効率な遠心力を発生し、重い水分は外周へ飛ばされ、フォグ状の湿分は中心に集めます。
❷フォグ状湿分を水滴化
　 中心に集まったフォグ状の湿分は壁面と接触して冷却され凝縮した水滴は遠心力により外周に飛ばします。
❸微小湿分を衝突分離
　さらに微細なフォグ状の湿分はバッフルに衝突して水滴化します。
❹発生した水滴を重力分離
　ボール内に入った空気は水分と空気に確実に分離し、水滴は下方へ溜まります。
❺独自の機構で壁面を冷却
　独自機構により断熱膨張し、壁面が冷却されます。
❻入口空気と熱交換
　断熱膨張によって冷却された空気は入口空気と熱交換され乾燥します。
❼ボール内に溜まった水滴は、フロートにより器外へ排出。

※処理空気量以下で使用してください。

■圧力補正係数（入口圧力）
圧力（MPa） 0.2 0.29 0.39 0.49 0.59～ 0.98
圧力補正係数 0.49 0.67 0.83 1.0 1.0

末端でのエアー管理に最適なセパレートドライヤー / 膨張分離式圧縮空気除湿装置

膨張分離式エアードライヤー
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